












































































- 15 - 
 
譜例２  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 
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譜例１  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 



























回目は途中で転調し， ３回目は a-b-a’ が変ト長調
で歌われる。４回目は更に転調して奏されるが，
a-b-a” とテーマが不完全な形で現れたのち， a-a-
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譜例３  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 
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譜例４  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 
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譜例５  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 
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譜例６  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 
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譜例７  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 
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譜例８  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 
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譜例９  
刷り上がり寸法 横：2 段ぬき 縦：なりゆき 





















































までは p しか記譜されていないが， このゼクエン

























b は繰り返され， 更に a がゼクエンツで転調して2





す効果がみられる。速度に関して， Presser un peu 
































47小節において p から mf そしてディミヌエンドし
て p であるのに対して， 48小節～59小節において













ような部分が挿入されたのち， 中間部 d のリズム
によるフレーズが様々な形であらわれるが， 半音
階進行が多くみられ， 調性も曖昧なものとなって

















このことは， テンポについて71小節の a T0 vivo 
très librement に対して， 75小節から Céder， Céder 



























調による a-b が現れるが， 続く a’ は途中までしか
現れず， 待ちきれないかのようにクライマックスの
フレーズが現れている。そしてゼクエンツにより





























に注目してみると， A の部分では p が５回， mf が
２回， f が１回となっており， この部分は穏やかな
雰囲気に包まれた表現が相応しいと考える。また，
P とともに doucement や très doux が書き込まれて
いることから， 繊細な表現も求められていると思わ




pp が１回， p が７回， mf が６回， f が７回， ff が




しいと考える。A の部分の再現である A’ では， pp































































































⑿　PASCAL ROGÉ 演奏（CD）「Poulenc PIANO MUSIC・
CHAMBER MUSIC」Decca Music Group Limited
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＊譜例に用いた楽譜は Max Eschig 版である
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